
飲酒運転は絶対にしない！させない！
～飲酒運転は犯罪です～
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飲酒ありの死亡事故率

約 13.2％
飲酒なしの死亡事故率

約 1.1％

■死亡事故 ■死亡事故以外

約12倍

3

5

2

12

4
3

2 2

4
5

39
41

30

45

30

22
20

28

34

29

0

3

6

9

12

15

18

0

10

20

30

40

50

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

死者数 発生件数

2 2.1

4.4

3

2.3

3

2.3 2.2

1.4

2.9
2.5

3.7

5

0

1

2 2

1

0

1

2

3

4

5

6

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

過去10年平均 令和７年

1,257 1,276 

1,191 

1,000 

781 

714 709 

612 

434 

305 292 295 
270 258 238 227 

201 213 204 198 176 159 152 
120 112 

140 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

H11.11

東名高速で乗用車が飲酒

運転のトラックに追突さ

れ、幼児２名が死亡。

H18.8

福岡市内の橋上で乗用車が飲酒

運転の車に追突され、海上へ転

落し、幼児３名が死亡。

H13.12

改正刑法施行「危険運転致死傷罪」新設

H14.6

改正道路交通法施行（厳罰化、酒気帯び運転の罰則適用対象見直し）

H19.9

改正道路交通法施行（飲酒運転及び助長行為の厳罰化）

H21.6

改正道路交通法施行（行政処分の強化）

H26.5

自動車運転死傷処罰法施行

呼気中アルコール濃度

25点 0.25mg/ℓ以上

13点 0.15mg/ℓ以上0.25mg/ℓ未満

５年以下の拘禁刑又は100万円以下の罰金
運転者

車両等の提供者

３年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金
酒類の提供者

車両の同乗者
２年以下の拘禁刑又は30万円以下の罰金

３年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金

酒酔い運転 酒気帯び運転

35点 基礎点数

令 和 ７ 年 ７ 月
交 通 企 画 課

※飲酒運転･･･第１当事者原付以上、飲酒あり１ 国内の飲酒運転による死亡事故発生件数の推移（警察庁統計）

２ 県内の飲酒運転による交通事故発生状況 ３ 県内の飲酒運転による交通事故の月別発生状況
＜過去10年間の推移＞ ＜本年６月末までと過去10年間の平均と比較＞

４ 県内の飲酒の有無による死亡事故率の比較

青森県内において過去10年間に発生した、第１

当事者が原付以上の交通事故で、飲酒運転による

死亡事故率は、飲酒なしの死亡事故率と比較して

約12倍
と非常に高くなっており、飲酒運転が死亡事故に

。直結する危険性が高いことを示しています

自転車の飲酒運転については 「酒酔い運転」に限り罰則が適用されていましたが 「酒気帯び運転」、 、

にも罰則が適用されるようになりました。飲酒後は、自動車・自転車を絶対に運転しないでください！


